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agenda
01.
02.

03.

リハ専⾨部会ビジョン

ビジョンの3カ年実⾏計画

ビジョンの設計
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・我々に求められている⾏動を捉える
・STEP❶︓外部環境分析【PEST】 ︓社会全体の流れや影響を捉える
・STEP❷︓⾃部⾨の整理【SWOT】
・STEP❸︓⽅向性の提⽰案【クロス分析】︓リハビリ部⾨を捉える
・リハビリ部⾨に起きている『多重構造』の現状

・『多重構造』からテーマを設定する

未来を創る提⾔04.

︓リハビリ部⾨を捉える

・リハビリ部⾨の課題解決の施策『７＋α』
・ミドルマネージャーの役割からなぜ育成が必要なのか



2

１.2025年度のビジョン（３ヵ年予定）

全国病院経営管理学会リハ専⾨部会 報告会 2025.10.3 

ʼ25年度からリハ専⾨委員会は、以下の⽬標を掲げます

① 複雑で多岐にわたる業務の現状を把握し、課題を抽出します
② 調査や視察を通じて、多施設の実践事例を蓄積し、⽣産性を向上させる具体的な

⼿段を検討します
③「プロセスやツール、仕組み」を再構築し、全国のリハビリミドルマネージャの

皆様と共に、リハビリ効果を最⼤限発揮できる仕組み作りを検討します

これらの取り組みを通じて、リハビリの未来を⾒据え、
新たな価値を創造し、全国のリハビリ現場に貢献することを⽬指します。

〜プロセスやツール・仕組みの再構築〜

創意⼯夫で業務を最適化し、⽣産性を⾼め、
新たなリハビリの価値を創造する



〜我々に求められている⾏動を捉える〜
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２. ビジョンの設計

STEP 

PESTで⾒えた
外部環境をふまえ
つつ、リハビリ
部⾨の強み、弱み
機会、脅威を整理。

社会的、政治的、
経済的、技術的な
変化をもとに、
時代の流れや影響
を捉える。

⾃部⾨の整理

強みをどう活かし、
弱みをどう補い
ながら、機会を
活かし脅威に
どう備えるか

⽅向性の提⽰外部環境分析

STEP STEP❶ ❷ ❸

【PEST】 【SWOT】 【SWOTクロス分析】
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STEP 外部環境分析❶
【PEST】



〜外部環境分析【PEST】︓社会全体の流れや影響を捉える〜
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２. ビジョンの設計

Politics 政治的要因 Economy 経済的要因

Society 社会的要因 Technology 技術的要因

規制など市場の競争ルールを変える要因 景気や経済動向など価値連鎖に影響する要因

開発や⽣産・⽀援促進に関わる技術の変化ライフ・ワークスタイルや意識の変化

STEP 
❶

・診療、介護報酬改定によるリハ提供体制や
収⽀構造の変化

・地域医療構想に基づく病床再編、機能分化の
加速

・⾃⽴⽀援や重度化防⽌を重視する政策シフト
・介護や医療連携強化や地域包括ケア推進によ

るサービス範囲の拡⼤

・診療報酬抑制と物価/賃⾦上昇によるコスト圧迫
・⼈件費⾼騰/⼈材確保難による配置最適化/

効率化の必要性
・単位数管理や収益性ある疾患構成の重要性増⼤
・⾼額機器導⼊/更新のコスト増
・保険外サービス拡⼤と経済格差への配慮が課題

・リハビリ⽀援技術の進化
・AI活⽤による評価⽀援/予測/介⼊提案の実⽤化
・電⼦カルテ/クラウド共有による業務プロセスの

可視化
・遠隔リハやVR訓練等の活⽤によるサービス提供

の変⾰

・⾼齢化の進展と医療/介護需要の急増
・⽣産年齢⼈⼝の減少による⼈材不⾜の深刻化
・働き⽅（短時間・副業・両⽴⽀援）の多様化
・地域格差の⼈⼝減少・偏在による医療資源

不⾜



〜外部環境分析【PEST】︓社会全体の流れや影響を捉える〜
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２. ビジョンの設計

Politics 政治的要因 Economy 経済的要因

Society 社会的要因 Technology 技術的要因

規制など市場の競争ルールを変える要因 景気や経済動向など価値連鎖に影響する要因

開発や⽣産・⽀援促進に関わる技術の変化ライフ・ワークスタイルや意識の変化

STEP 
❶

・診療、介護報酬改定によるリハ提供体制や
収⽀構造の変化

・地域医療構想に基づく病床再編、機能分化の
加速

・⾃⽴⽀援や重度化防⽌を重視する政策シフト
・介護や医療連携強化や地域包括ケア推進によ

るサービス範囲の拡⼤

・診療報酬抑制と物価/賃⾦上昇によるコスト圧迫
・⼈件費⾼騰/⼈材確保難による配置最適化/

効率化の必要性
・単位数管理や収益性ある疾患構成の重要性増⼤
・⾼額機器導⼊/更新のコスト増
・保険外サービス拡⼤と経済格差への配慮が課題

・リハビリ⽀援技術の進化
・AI活⽤による評価⽀援/予測/介⼊提案の実⽤化
・電⼦カルテ/クラウド共有による業務プロセスの

可視化
・遠隔リハやVR訓練等の活⽤によるサービス提供

の変⾰

・⾼齢化の進展と医療/介護需要の急増
・⽣産年齢⼈⼝の減少による⼈材不⾜の深刻化
・働き⽅（短時間・副業・両⽴⽀援）の多様化
・地域格差の⼈⼝減少・偏在による医療資源

不⾜



全国病院経営管理学会リハ専⾨部会 報告会 2025.10.3 7

（参考資料①︓STEP 1 PEST 外的要因）
⼈⼝構造
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出典︓地域医療構想に関する検討会 (2024年2⽉3⽇)『第8次医義計画等に関する検討資料（⼀部改訂）』

（参考資料②︓STEP 1 PEST 外的要因）
医療・福祉職種⼈材不⾜



〜外部環境分析【PEST】︓社会全体の流れや影響を捉える〜

全国病院経営管理学会リハ専⾨部会 報告会 2025.10.3 9

２. ビジョンの設計

Politics 政治的要因 Economy 経済的要因

Society 社会的要因 Technology 技術的要因

規制など市場の競争ルールを変える要因 景気や経済動向など価値連鎖に影響する要因

開発や⽣産・⽀援促進に関わる技術の変化ライフ・ワークスタイルや意識の変化

STEP 
❶

・診療、介護報酬改定によるリハ提供体制や
収⽀構造の変化

・地域医療構想に基づく病床再編、機能分化の
加速

・⾃⽴⽀援や重度化防⽌を重視する政策シフト
・介護や医療連携強化や地域包括ケア推進によ

るサービス範囲の拡⼤

・診療報酬抑制と物価/賃⾦上昇によるコスト圧迫
・⼈件費⾼騰/⼈材確保難による配置最適化/

効率化の必要性
・単位数管理や収益性ある疾患構成の重要性増⼤
・⾼額機器導⼊/更新のコスト増
・保険外サービス拡⼤と経済格差への配慮が課題

・リハビリ⽀援技術の進化
・AI活⽤による評価⽀援/予測/介⼊提案の実⽤化
・電⼦カルテ/クラウド共有による業務プロセスの

可視化
・遠隔リハやVR訓練等の活⽤によるサービス提供

の変⾰

・⾼齢化の進展と医療/介護需要の急増
・⽣産年齢⼈⼝の減少による⼈材不⾜の深刻化
・働き⽅（短時間・副業・両⽴⽀援）の多様化
・地域格差の⼈⼝減少・偏在による医療資源

不⾜
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（参考資料③︓STEP 1 PEST 外的要因）
医療DX普及の課題① 医療分野の情報化の現状

出典：厚⽣労働省HP 保健・医療「医療分野の情報化の推進について」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/johoka/index.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/johoka/index.html
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（参考資料④︓STEP 1 PEST 外的要因）
医療DX普及の課題② IT⼈材不⾜・予算制限

現⾏の国レベル（推進会議）では、IT⼈材不⾜や予算制約への直接的な⾔及は限定的。

◉ ⽇経リサーチの記事（⽇経メディカルonline登録医師522⼈解答）
◉ PR TIMES︓「全国開業医調査」
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STEP ⾃部署の整理❷
【SWOT】



〜⾃部⾨の整理【SWOT】︓リハビリ部⾨を捉える〜
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2. ビジョンの設計

Strengths 強み Weaknesses 弱み

Opportunities 機会 Threats 脅威

STEP 
❷

・⾼度な専⾨知識と技術、患者中⼼の精神
など臨床現場における課題解決⼒

・急性期〜回復期・在宅までの継続的な
介⼊（地域包括ケア対応⼒）

・⾃施設内での早期介⼊体制の構築
・多職種連携による包括的なリハ提供体制

・⼈材確保や育成の仕組み不⾜
・収⽀、経営的なノウハウやデータ活⽤の未整備
・ICTやDX対応が進まず、施設間で導⼊状況に

差がある
・部⾨内の業務効率や可視化が課題

・医療DXや働き⽅改⾰により業務の質向上と
効率化が図れるチャンス

・予防、産業分野などへのリハ職の活躍領域の
拡⼤

・地域包括ケアや地域共⽣社会の推進に伴い、
リハの社会的役割と需要が拡⼤

・⼥性活躍推進や多様な⼈材活⽤が、リハ組織
の発展につながる

・医療費抑制による診療報酬体系の制限による
介⼊機会の制約

・少⼦⾼齢化、⼈⼝減少に伴う⼈材の地域偏在
と不⾜

・他部⾨や他職種との業務、役割の競合
・医療機関全体の経営効率化によるリハ職への

⾼負荷
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STEP ⽅向性の提⽰❸
【クロスSWOT分析】



外
部
環
境

内部環境
〜⽅向性の提⽰案【SWOTクロス分析】︓リハビリ部⾨を捉える〜
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2. ビジョンの設計

強み 弱み

機
会

STEP 
❸

脅
威

強みを活かして機会をつかむ
・多職種連携や地域連携を活かし、地域包

括ケアや在宅⽀援への展開を強化

弱みを克服しながら機会を活かす

・ICT/DXの未整備を逆に“導⼊の余地”と
捉えて改⾰の第⼀歩と捉える

・多様な働き⽅に対応し、持続可能に成果
を出せるチーム

・経験豊富なスタッフの⼒で、医療DX推進
をリード ・報酬制度の変化を⾒据え、⼈材育成と業務

標準を戦略的に整備する
・育成や業務効率の未整備を逆⼿に取り、

改善プロジェクトを⽴ち上げる

強みで脅威を乗り越える
・信頼あるリハ体制と質の⾼い実践で、

リハ職の価値を再定義・⾒える化

・他職種連携を強みに“役割競合”ではなく
“協働”の関係性を築く

・医療費抑制や⼈材不⾜に対し、介⼊の
質と成果を可視化する評価指標の導⼊

・ICTや教育の遅れによって⼈材流出、
疲弊が⽣じないよう⽀援体制を整える

弱みと脅威を最⼩化する

・働きがいと成⻑⽀援を通じて⼈材確保と
定着率の向上を図る

・可視化と効率化を急ぎ、評価への不利な
影響を最⼩限に抑える

・多職種の橋渡し役として、地域内の⽀援
体制をつなぎ、機能させる役割を担う

・リーダー層の育成やデジタルスキルの底上げ



〜我々に求められている⾏動を捉える〜
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２. ビジョンの設計

STEP 
⾃部⾨の整理 ⽅向性の提⽰外部環境分析

STEP STEP❶ ❷ ❸

【PEST】 【SWOT】 【SWOTクロス分析】

リハビリ部⾨の現状

役割が複雑な『多重構造』



病院

ヒト モノ カネ 情報

・リハビリ専⾨職の確保
・⾼齢化に伴う⼈材不⾜への対応
・働きやすい職場環境の構築
・リーダーシップや管理職の育成
・⼈材育成とキャリアパスの明確化
・情報活⽤スキルの強化

・診療報酬改定の影響への対応
・コスト構造の⾒直しと効率化
・経営視点での部⾨別収益の

分析と改善
・新たな収益源の創出、標準化

・リハビリテーション部⾨の収益性の向上
・適切な⼈員配置とスケジュール管理
・部⾨間の連携強化
・⻑期的な経営戦略の策定

・患者満⾜度の向上施策
・リハビリの効果測定指標の標準化
・継続的な医療の質改善（CQI）
・患者・家族・他事業所・施設間との

コミュニケーション強化

・AIやIoTを活⽤したリハビリ⽀援機器の導⼊
・データ管理の効率化と電⼦カルテの活⽤
・遠隔リハビリやオンライン診療の導⼊
・リハDXを活⽤した業務改善プロジェクトの推進

・地域包括ケアシステムへの対応
・地域リハビリとの連携強化
・在宅リハビリサービスの拡充

教育
・育成

・医療政策や診療報酬制度への対応
・新しい地域医療構想への対応
・コンプライアンスと倫理対応

⼈材

財務管理

運営・マネジメント

テクノロジーとDXとの融合

地域連携

質の向上

政策・法規対応

PEST SWOT

〜 リハビリ部⾨の課題解決の施策『７＋α 』〜

信頼醸成 ⽣産性
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2. ビジョンの設計
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2. ビジョンの設計
〜ミドルマネージャーが育成が必要なのか〜

ミドルマネージャーの役割 学習の必要性
（役割を果たすために何が求められるか） （Why Learning︖）

・「経営」「マネジメント」
「⼈材育成」など
⾮臨床領域の役割

・ 学習によって役割に
必要な能⼒を磨き、
“現場を動かし、
組織を変⾰する⼒” を
実践する役割

など
現場の最適化 経営との橋渡し



リハ分野の現状︓業務の多重構造

⼀つの取り組みで点から線、そして⾯へと繋げ、

複雑 情報量⼤ 課題が多岐

効率よく 簡略

責任

「プロセス・ツール・仕組みの再構築」

「既存の創意⼯夫」の推進

成果向上

複数の解決策を紡ぎ出すものに取り組む

〜『多重構造』からテーマを設定する〜
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2. ビジョンの設計



3.
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効率化と新たな挑戦

新地域医療構想の病院におけるリハビリテーションのあり
⽅を⾒据え、効率化によって⽣まれるリソースを活⽤し、
⽣産性を⾼めつつ新たな価値を提案し、全国に広げていき
たい。

セラピストが求められる多重構造の責務に対し、創意⼯夫
を通じて業務を効率化し、限られた⼈材の中でも新たな挑
戦やこれまでできなかった取り組みを可能にし、⽣産性を
向上させる未来を、全国のリハミドルマネージャーの皆さ
んと⼀緒に創造していきたい。

地域医療構想と効率化の可能性
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4. 未来を創る提⾔


